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　今月のテーマは、秋田内陸線の上桧木内駅前で開催

される上桧木内の紙風船上げにしました。伝説では、

江戸時代の科学者である平賀源内が秋田藩を訪れたと

きに伝えた遊びだと言われているようです。平賀源内

が秋田藩を訪れたのは、安永２年（1773年）、アメ

リカでは、独立への転機になったと言われている「ボ

ストン茶会事件」が起こった同じ年。別の言い方にす

ると、上桧木内の紙風船上げは、私の出身国と同じぐ

らい長い歴史をもっているということです。

　今回の写真は、去年の紙風船上げの様子が写ってい

るものです。その時は、観客がたくさん集まり「コロ

ナ明け」が進んでいる雰囲気でした。私がＡＬＴとし

て、前に働いていた大阿仁小学校が間もなく統合する

頃で、子どもたちが「ありがとう大阿仁小」という気

持ちを込めて紙風船を１つ打ち上げる姿を見ることが

できました。今年度だけ

義務教育学校阿仁学園の

前期課程校舎として使わ

れている旧大阿仁小学校

は、来月から統合する前

田小学校の子どもたちと

ともに、紙風船と同じく、

希望を高く飛ばしてくだ

さい。

上桧木内の紙風船上げ
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森
吉
山
を
日
本
各
地
で
発
信
中
‼

き
た
あ
き
た
の

　
こ
ん
に
ち
は
。
森
吉
山
の
観
光
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
る
柳
田
大
志
と
申
し
ま
す
。

現
在
２
名
の
仲
間
と
と
も
に
森
吉
山
を

盛
り
上
げ
る
活
動
を
行
っ
て
い
て
、
私

は
主
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
県
外
新
規
顧

客
の
発
掘
や
森
吉
山
を
通
じ
た
北
秋
田

市
へ
の
交
流
人
口
増
加
を
図
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
山
ス
テ
ッ
カ
ー
専
門
店
に

ス
テ
ッ
カ
ー
制
作
を
依
頼
し
て
、
高
山

植
物
が
最
盛
期
を
迎
え
る
時
期
に
自
身

の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
向
け
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、
東
北
各
県
は
も
と

よ
り
遠
く
関
西
圏
や
九
州
圏
か
ら
も
来

訪
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
高
山
植
物
や
紅
葉
・
樹
氷
シ
ー
ズ
ン

に
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
経
由
で
「
ガ
イ
ド
を
し

て
ほ
し
い
！
」
と
の
お
声
掛
け
も
数
多

く
い
た
だ
き
、
森
吉
山
の
良
さ
を
来
訪

し
て
い
た
だ
い
た
お
客
さ
ま
へ
伝
え
て

い
ま
す
。
特
に
、
樹
氷
シ
ー
ズ
ン
の
来

訪
者
は
リ
ピ
ー
ト
率
が
高
く
、
森
吉
山

の
樹
氷
は
強
い
観
光
資
源
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
現
在
、
お
客
さ
ま
の
多
く
は

20
〜
40
代
の
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
ｓ
層
や
単
身
者

が
中
心
で
す
が
、
今
後
は
よ
り
幅
広
い

層
が
北
秋
田
市
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
森
吉
山
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
交
流
の
ほ
か
、
新
た
な
来
訪

者
発
掘
を
目
指
し
、
四
季
美
館
で
販
売

さ
れ
て
い
る
森
吉
山
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て

県
外
で
の
現
地
オ
フ
ラ
イ
ン
交
流
も
行

う
こ
と
で
森
吉
山
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
の
繋
が
り
で
森
吉
山
を
知
り
、

実
際
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
々
も
お
り
、

日
本
各
地
で
情
報
発
信
中
で
す
！

▲６月に実施した森吉山自然観察会の様子

▲ハートフルプラザ北秋田

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

16
日（
火
） ▽
令
和
５
年
度
特
別
交
付
税（
特
殊
事
情
分
）要
望（
総
務
省
）▽
秋
田
県
・
県
内
市
町

村
と
関
西
地
区
企
業
と
の
懇
談
会（
大
阪
市
）

21
日（
日
） ▽
坊
沢
地
区
新
春
交
流
会（
坊
沢
公
民
館
）

22
日（
月
） ▽
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
鷹
巣
郵
便
局
新
局
舎
落
成
記
念
式
典（
同
所
）▽
能
登
半
島
地
震
に

係
る
災
害
対
応
に
あ
た
る
応
援
職
員
の
派
遣
激
励
会（
本
庁
舎
）

23
日（
火
） ▽
北
秋
田
市
建
設
業
協
会
講
演
会・意
見
交
換
会・新
年
会（
コ
ム
コ
ム・耕
ホ
ー
ル
）

24
日（
水
） ▽
旧
秋
田
県
立
営
農
大
学
校
留
学
生
恩
返
し
の
旅
交
流
団
面
会（
本
庁
舎
）

25
日（
木
） ▽
秋
田
銀
行
鷹
巣
支
店
1
0
0
周
年
記
念
あ
き
ぎ
ん
会
新
年
会（
コ
ム
コ
ム
）

26
日（
金
） ▽
定
例
部
長
会
議（
本
庁
舎
）▽
鷹
巣
建
設
技
能
組
合
新
年
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）▽
旧

秋
田
県
立
営
農
大
学
校
留
学
生
恩
返
し
の
旅
交
流
団
と
の
交
流
会（
耕
ホ
ー
ル
）

27
日（
土
） ▽
北
林
た
け
ま
さ
後
援
会「
議
長
就
任
を
祝
う
新
春
の
集
い
」（
コ
ム
コ
ム
）

29
日（
月
） ▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
空
家
等
対
策
協
議
会（
本
庁
舎
）

30
日（
火
） ▽
秋
田
県
市
町
村
長
防
災
危
機
管
理
ラ
ボ（
県
庁
）▽
秋
田
県
山
村
・
過
疎
地
域
振
興

協
議
会
定
期
総
会（
市
町
村
会
館
）

31
日（
水
） ▽
北
秋
田
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
地
域
医
療
懇
談

会（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

２
日（
金
） ▽
県
道
矢
坂
糠
沢
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
要
望
活
動（
北
秋
田
・
山
本
地
域
振
興

局
）▽
秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
大
館
北
秋
田
支
部
要
望
書
提
出（
本
庁
舎
）

５
日（
月
） ▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議
・
議
会
本
会
議（
森

吉
庁
舎
）

６
日（
火
） ▽
令
和
６
年
北
秋
田
市
議
会
第
１
回
臨
時
会（
議
事
堂
）

 

▽
北
秋
田
市
議
会
全
員
協
議
会（
本
庁
舎
）

８
日（
木
） ▽
森
吉
山
ダ
ム
監
査
廊
の
試
行
的
利
活
用
に
関
す
る
覚

書
締
結
式（
森
吉
山
ダ
ム
管
理
支
所
）

９
日（
金
） ▽
秋
田
県
自
衛
隊
入
隊・入
校
予
定
者
激
励
会（
秋
田
市
）

11
日（
日
） ▽
家
族
の
絆
と
地
域
共
生
社
会
を
考
え
る
会「
惑
う
」上

映
会（
合
川
公
民
館
）▽
第
46
回
北
秋
田
市「
建
国
記
念
の

日
」を
祝
う
会（
耕
ホ
ー
ル
）

13
日（
火
） ▽
脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
意
見
交
換
会（
秋
田
市
）

14
日（
水
） ▽
秋
田
県
森
と
水
の
協
会
第
３
回
理
事
会（
秋
田
市
）

15
日（
木
） ▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
第
２
回
北
秋
田
市
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会（
本
庁
舎
）

◇ 

1
月
16
日 
〜 

2
月
15
日

▲イオンタウン鷹巣郵便局新局舎落成記念式典

男女
共同参画
第14回

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
北
秋
田

　
　
　
　
ぜ
ひ
、
利
用
団
体
登
録
を

　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
内
に
「
北
秋

田
市
男
女
共
同
参
画
拠
点
施
設
（
通
称
：

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
北
秋
田
）」
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
す
べ
て
の
市
民
の
人
権

が
平
等
に
保
障
さ
れ
、
男
女
が
共
に
協
力

し
合
い
、
積
極
的
に
地
域
産
業
の
振
興
や

ま
ち
づ
く
り
活
動
等
様
々
な
活
動
に
参
画

す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
・
社
会
の
推
進

を
図
る
た
め
に
平
成
18
年
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　
机
等
の
備
品
や
、
男
女
共
同
参
画
関
係

の
資
料
の
他
、
絵
本
や
児
童
図
書
な
ど
も

揃
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
活
動
や

サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
施
設
を
利
用
す
る
に
は
、
事
前
に
利
用

団
体
登
録
が
必
要
と
な
り
、
現
在
９
団
体

が
登
録
し
利
用
し
て
い
ま
す
。

・
男
女
共
同
参
画
の
形
成
を
推
進
し
よ
う

　
と
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ
と

・
公
共
の
福
祉
に
反
す
る
団
体
・
グ
ル
ー

　
プ
で
は
な
い
こ
と

・
特
定
の
政
党
・
宗
教
・
営
利
活
動
を
主

　
な
目
的
と
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
で
は

　
な
い
こ
と

　
こ
れ
ら
３
つ
の
事
項
す
べ
て
に
該
当
す

る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
登
録
が
可

能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
生
活
課
地
域
推
進
係

（
☎
６
２

－

６
６
２
８
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

名　
称
：
北
秋
田
市
男
女
共
同
参
画
活
動

　
　
　
　
拠
点
施
設

愛　
称
：
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
北
秋
田

所
在
地
：
北
秋
田
市
材
木
町
２
番
２
号

　
　
　
　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
内

利
用
料
金
：
無
料

※

開
館
時
間
お
よ
び
休
館
時
間
等
は
交
流

　
セ
ン
タ
ー
に
準
じ
る
。

やなぎだ たいし


